即、 いち まぶい (生 霊) としに まぶい (死霊) とで あ 

る。 近世の 日本に 於て は、 学問 風に 考 へた 場合に は、 

精魂と しての 魂を考 へる こと も あるが、 多く は、 死霊- 

生 霊の 用語 例に 入って 来る。 

けれども 古代に は、 明らかに 精霊の 守護 を考 へたので、 

甚 しいの は、 霊魂の 為 事に 分科が ある ものと した、 大 

国主の 三 霊の 様な もの すら ある。 

但、 琉球 のまぶ いは、 魂と は 別の ものと 考 へられて 居 

る。 魂 は、 才能. 伎倆な ど を 現す もので、 鈍根な 人 を、 

ぶた ましぬ む うんと 言 ふの は、 魂な しの 者、 即、 働き 

のない 人間と 言 ふ 事に なって 居る。 又、 たまと 一一 一一 n ふ 



ことば 

語 を、 人魂 或は 庶 物の 精霊に 使用す る 例 は、 恐らく 日 

本 内地から 輸入した もので、 古く は 無かった ものと 思 

ふ。 強 ひて 日琉に 通ず る、 ^^の 根本 義を考 へる と、 

一 種の 火光 を 伴 ふ ものと 言 ふ義が ある やうで ある。 

精霊の 点す 火の 浮遊す る 事 を、 たまが り = た まあが り 

と 言 ふの は、 火光 を 以て、 精霊の 発動 を 知る とした 信 

仰の なごりで、 その 光 其 自らが、 たまと 言 はれた 日琉 

同 言の 語な ので あらう。 だから もとは、 まぶい は 守護 

霊魂が 精霊の 火 を 現した のが、 次第に 変化して、 霊魂 

そのものまで も、 たまと 言 ふ 日本語で あら はす 事に な 

つたので あらう。 そして、 魂が 火光 を 有つ と 言 ふ考へ 



を 作る 様になつ たと 思 はれる ので ある。 

此 守護霊 を、 琉 球の 古語に、 など 言 

うたら しい。 近代に 於て は、 すぢ 或は、 すぢゃ あは、 

人間の 意味で ある。 其義を 転じて、 祖先の 意に も用ゐ 

てゐ る。 普通の 論理から 言へば、 すぢ ゆん 即、 生れる 

の 語根、 ま から 生れる もの、 義で、 すぢゃ あが 人間 

の 意に 用 ゐられ る 様になつ たの だ、 と 言 ふこと が 出来 

よう。 然しながら、 更に 違った 方面から 考 へれば、 ポ 

おが 活動 を 始める の は、 人間の 生れる ことになるの だ 

から、 g を 語根と して 出来た すぢ ゆん が、 誕生の 動 

詞 になった とも 見られよう。 其 点から 見る と、 すぢゅ 



んは、 生る の 同義語で あるに 拘ら ず、 多く は、 若返る- 

蘇生す るな どに 近い 気分 を 有って 居る の は、 語根に さ 

うした 意味の ある ものと 思 はれる。 後に 言 ふ、 

聞 得 大君 御殿の 神の 一 なる、 おす ぢの 御前 は、 唯、 神 

と 言 ふだけ の 意味で、 精し く は、 金の みおす ぢ即、 金 

の 神、 或は 来の 神、 或は 楽土 (かない) の 神と 言 ふ 位 

の 意味に 過ぎない。 而も 其 もとは、 霊魂 或は、 精霊と 

言 ふ 位の 処 から 出て 居る ので あらう。 琉球国 諸事 由来 

記 其 他 を 見ても、 . せぢ • ます ぢ など を、 接尾語 

とした 神 語が ある。 柳 田 国 男 先生 は、 此 を もって、 

我国の 古語、 稜 威と 一 つものと して、 & 信仰の 一 様 



式と 見て 居られる。 

とにかく、 近代の 信仰で は、 すべてが 神の 観念に 飜訳 

せられて、 抽象的な 守護霊 を考 へる 事が、 出来な くな 

つて 居る。 けれども、 長く 引続いて 居る 神人 礼拝の 形 

式 を 溯って 見る と、 さう した 守護霊の 考 へられて 居た 

事 は、 明らかで ある。 

ォナリ ノ 口 オヤ 

沖緦に 於て は、 妹 をが み. 巫女 をが み. 親 をが み- 

男 をが み 等の 形 を 残して 居る。 

おもろ さう し卷ー 一十一 一、 てが ねまる ふしに、 

きこ ゑ 大きみ が 

お ぼつ、 せぢ、 おる ちへ 



あんじ、 おそいよ みまぶ て 

と 言 ふ 歌が ある。 此 意味 は 

名に ひ y く 天子が こと を 言 はむ。 

楽土なる せぢ をお ろして、 

大君 主 をみ まもりて あらむ。 

と 言 ふ 位の 意味で ある。 此を 見ても、 3^ が 神で なく、 

守護霊で ある こと は、 考 へられる。 又、 くわいに やの 

ク ダカ 

例と して、 伊波 普猷 氏が 引かれた、 久高 島の ものに は、 

かう いふ ものが ある。 

にらい どに、 おしよ けて 

かない どに、 おしよ けて 



む 事に 因って、 それん \ のす ぢを 拝む 事になる ので、 

古くから、 此すぢ と、 すぢ のつ く 人との 間に、 区別が 

著しく は 立って 居らない ので ある。 畢竟、 我国 古代の、 

あきつ かみと 言 ふ 語 も、 此すぢ を 有つ 天子 を、 すぢ自 

身と も 観じた ので ある。 即、 、王が おす ぢと 同じ ことに 

なる。 但 あきつ かみに 於て は、 其 まが、 神に 飜 訳せ 

つと 

らるゝ ほどに、 日本の 霊魂 信仰が、 夙に 変化して 居つ 

たこと を 示して 居る。 



琉球 神道で、 浄土と して ゐ るの は、 海の 彼方の 楽土、 

儀 来 河内で ある。 さう して、 其処の 主宰 神の 名 は、 お 

ォ ホヌシ ョク ツナ ゥフ ヤコ 

がるい の大 神と いふ。 善 縛 大屋 子、 海亀に 嚙 まれて 死 

んだ 後、 空に 声あって、 ぎら いかない に往 つた 由、 神 

託が あった。 而も、 大屋 子の 亡骸 は 屍 解して ゐ たので 

ある。 天国 同時に、 海の あなたと いふ 暗示が 此話 にあ 

る 様で ある。 (国 学院 大学 郷土 研究会での 柳 田 先生の 
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昔の 書物 や 伝承な どから、 楽土 は、 神と 選ばれた 人と 

が 住む 所と せられた やうで ある。 六月の 麦の 芒が 出る 

頃、 蚤の 群が 麦の 穂に 乗って 儀 来 河内から やって来る 



と考 へられて ゐる。 此は、 琉球 地方で は 蚤の 害が 甚し 

い 為、 其が 出て 来る の を 恐れる からで ある。 儀 来 河内 

は、 善い 所で あると 同時に 悪い 所、 即、 楽土と 地獄と 

一 つ 場所で あると 考へ、 神 鬼 共存 を 信じた ので ある。 

儀 来 は 多く、 にらい . にら や • にれ え . ねら やな ど 発 

音せられ、 稀に は、 ぎら い • けらいな ど 言 はれて ゐる _ 

河内 は、 かない • かな や • かね やと 書く 事が ある。 

国 頭 地方で はま だ、 儀 来に 海の 意味の ある こと を 忘れ 

ずに ゐる。 謝 名 城 (大宜 味 村) の 海神 祭のお もろに は 

「ねら やじ ゆ 〔潮〕 満 すい、 みなと 〔湊〕 じゅ 満 ゆい… 

〜」 とあって、 沖 あ ひの 事 を 斥す らしい。 那覇 から 海 



上 三十 海里に ある 慶良間 群島 も洋中 遥かな 島の 意ら し 

く 思 はれる。 かない は、 沖に 対する 辺で、 浜の 事で は 

なから うか。 g . ^^で 海浜 を 表す 例が 多い から。 

つまり は、 沖から. 辺から と 言 ふ 対句が、 一語と 考へ 

いま 

られ て、 神の 在す 遥かな 楽土と 言 ふ 事に なった ので あ 

るまい か。 さう して 其 儀 来 河内から、 神が 時 を 定めて 

渡って 来る、 と考 へて ゐる。 其 場合、 其 神の 名 を ^ 

え 神が なしと 称へ てゐ る。 

先 島で は、 にいる かない を 地の 底と 考へ てゐ る。 

みに、 二色 を 宛て、 ゐる。 毎年 六 七月の 頃、 ^^の 定 

めた 干支の 日、 にいる かないから 二色 人が 出て 来る と 



言 ふ 信仰が、 八重 山 を 中心として 小 浜 • 新 城 • 古 見の 
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三 島に 行 はれて ゐる。 石垣 島の 宫良 村に は、 なびん づ 

^と 言 ふ 洞穴が あって、 祭りの 日に は、 此 穴から 

一 一色 人が 現れて 来る と 言 はれて ゐる。 

此 祭り は、 少年 を 成年と する 儀式で、 昔 は 二色 人が 少 

む 力 

年に 対って 色々 の 難題 を 吹き かけたり、 踊らした りし 

たとい ふ。 にいる ぴと は、 それぐ 赤と 黒との 装束 を 

して ゐ たので、 二色 人と 言うた の だと 言 ふが、 他の 島 

では 一定した 色 はない。 今 は 二色 人 を 奈落 人と 考 へて 

ゐる。 沖緦の 言葉 は、 日本語と 同じく、 語部に 伝誦せ 

られた 神 語. 叙事詩から 出た ものが 多い。 だから、 対 



句に なって ゐる儀 来 河内 も 其 例の 一 つと 見て よい。 

沖緦 本島から 北の 鹿児島県に 属する 道の 島々 並びに、 

ィへャ 

伊平屋 島に 亘 つて は、 其净土 を、 なるこ 国 • てるこ 国 

と言うて ゐる。 其処から 来る 神の 名 を、 なるこ 神 • 力 

る こ 神 (又、 ちり こ 神) と 言 ふ。 なるこ は 勿論、 

系統の 語で あらう。 此 伊平屋 島 は 南北の 島々 の 伝承 

を 一 つに 集めて ゐる 様に 見える 場所で、 沖繩 本島 近辺 

と 同じく、 にらい かない を 信じ、 にらい 神 • かないの 

キム マムン 

君 真 者の 名 を 言 ふと 共に、 なるこ 神 • てるこ 神 を 言 ふ _ 

其ば かり か、 まやの 神 • いちき 神と いふ 名称 を さへ、 

右の 海 を 渡って 来る 神に、 命け てゐ る。 



まやの 神 は、 石垣 島で 六月の 頃 行 ふ 穂 利の 祭りの 日に、 

とも まやの 神 を 連れて 家々 を 祝福して 歩く 神で ある。 

此 神に は 勿論、 村の 青年が 仮装す るので あるが、 村人 

は、 神で ある 事 を 信じて ゐる。 手四箇 では 盆の 四日 間 

にあん がま あが 来る。 もとは 芭蕉の 葉で 面 を 裏んで ゐ 

たが、 今 は 許され なくなって 薄 布 を 以てする。 また、 

老人の 神う しゅめい (おし ゆまい) . 老婆の 神 あつ ぱぁ 

に 連れられて 来る 亡者の 群 も ある。 此等は 皆、 同一 系 

グショ グショ 

統の もので、 後生から 来る と 言 ふ。 後生 は、 地方に 依 

つて は 墓の 意味に 用ゐら れてゐ る。 まやの 神 は、 何処 

から 来る か、 訣ら ない。 ¥ ^に は 猫の 義が あるが、 此 



処 では それで はない らしく、 土地の 名で あらう。 此信 

仰 は 台湾に 亘 つて、 阿里 山 蕃族が、 ばくぐ わか あ 山 

或はば くん \ゃ まから 出て、 分れて 一 つ はまやの 国へ 

行った と 言 ふ 伝説が あるから、 琉 球の 南方で も、 恐ら 

くま や を 楽土と 観じて ゐ たので あらう。 

なるこ • てるこ は、 北方 即 道の 島風で あり、 まや • 

サ キジ マ 

いちき は 南方、 先 島風の 呼び名で ある。 而も 更に 驚く 

の は、 やはり 右の 渡り 神 を、 場合によって は、 あまみ 

神と も 言うて ゐる 事で ある。 あまみ は、 言 ふまで もな 

く、 琉 球の 諾冉ニ 尊と も 言 ふべき あまみき よ . しね リ 

きょの 名から 来て ゐ るので ある。 あまみき よ . しねり 



ク ダカ チネン タ マ グスク 

きょは、 沖緦 本島の 東海岸、 久高. 知 念. 玉 城 辺に、 

来りよ つたと 言 ふ 事に な つて ゐ るが、 其 名 はや はり、 

浄土 を 負うて ゐる ものと 見られる。 ぎよ • きょう-さ ゆ 

チュ 

うな ど は、 人から 出た 神の 接尾語で、 あまみ . しねり 
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が 神の 国土の 名で ある。 其 を 実在の 島に 求めて、 奄美 

大 島の 名称 を 生んだ もので あらう。 しねり に、 儀 来 (ぎ 

らい • じらい) との 関係が 見える ばかり か、 あまみの 

^に は、 儀 来 同様、 海なる 義が窺 はれる ので ある。 

ァ マミ 

決して 合理的な 解釈 を 下す 事 は 出来ない。 北方、 奄美 

大 島から 来た 種族が、 沖緦の 開闢 をな したと 考へ るの 

は、 神話から 孕んだ 古人の 歴史観 を、 其 儘に 襲うた 態 



度で ある。 あまみ • しねり は、 やはりに らい . かない、 

なるこ • てるこ 同様に、 信仰の 上の 理想 国に 過ぎない 

ので あらう。 fl^ . いちきと 言 ふ 語 も、 同音 聯想 は 違 

つた 説明 を も 導く 様で あるが、 やはり 南方での、 

儀 来 河内な ので あらう。 楽土の 主神の 名の あがる いは、 

ァ ガリ 

東方と 言 ふ 意 を 含んで ゐる。 東海の 中に、 楽土 を 観じ 

た沖緦 本島の 人の 心持ちが 見える。 

此 外に 尚 一 つ、 天国の 名と して、 お ぼっか ぐらと 言 ふ 

のがあった 様で ある。 混 効験 集に は 「天上の 事 を 言 ふ。 

いづれ も 首 里 王 府神歌 御 双紙に 見 ゆ」 と ある。 天帝 (太 

陽 神) の 居る 天 城で、 あまみき よ . しねり きょ も 其処 



から 来た ものである。 併し、 此も 「 …… 雨 欲し やに、 

水 欲し やに、 お ぼつ 通ち へ、 かぐら 通ち へ、 にる やせ 

ぢ、 かな やせ ぢ、 まきよ にあがて、 くた にあがて …… 」 

など あるの を 見る と、 此 語の なりたち も、 大体 は 想像 

がっく。 

屍 解して 昇天す る 話 は、 限りなく ある。 此は 選ばれた 

人ば かりが、 儀 来 河内に 入る とせられた 考 へから 出た 

ので ある。 善緦 大屋 子の 様な の も あるが、 大抵 は 神人 

の 上に ある 事な ので ある。 ^^に 限って、 洗 骨せ ぬ 地 

方 も あり、 洗 骨しても 多く は、 家族と 同列に 骨 甕 を 列 

ベない の を 原則として ゐ るの は、 屍 解 昇天す る 人と 然 



尊者の 称呼で ある。 此を 正しい 文法に すると、 真 者 君 

と 言 ふこと である。 琉 球の 神々 と、 内地の 神々 との 最 

甚 しい 差異 点 は、 琉 球の 神々 は、 時々 出現す る ことで 

ある。 此 出現 を、 新 降 (あら ふり) と 言 ふ。 球 陽の 説 

では、 君 真 者 は、 天神と 海神との 二つで、 色々 の 神々 

を、 此 二つに 分類して 居る。 此神々 は、 年に一度 出現 

する 神 も あれば、 三十 年に 一 度 出現す る 神 も あり、 一 

年の 間に 度々 出現す る 神 も ある。 其 中で、 最 著しい 神 
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は、 与那 原の みお や だいり (御 公事) の 神で ある (中 

山 世 鑑)。 この 神 は、 琉 球の 王廟の 中に 祭祀す る。 其 

祭祀す る 者 は、 此国 第一位の 女 神官で ある。 天子の 代 



の替る 毎に、 聞 得 大君が 出来る。 首 里より 一 里程 海岸 
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の与那 原に 聞 得 大君が 行く 時に、 与那 原の みお や だい 

引の 神が 現れる。 みお や だいり は、 其 神に 奉仕す るの 

であって、 其 祭りに 奉仕す る 時 は、 此を 神と 認めて 儀 

礼 を 行 ふので ある。 

毎年、 夏の 盛りに 出現す る 神 を、 きみて すりと 言 ふ。 

此神 は、 仕官 を 司る 神で、 沖緦 本島の 北方に ある 辺土 

(ふい ど) に 出現す る。 此 神の 出現す る 時は此 御嶽に 

神の 笠が 降リ、 其 附近の 今 帰 仁に も 笠が 降りる。 此笠 

をらん さんと 言って ゐる。 此は、 天蓋の 如き もので、 

其を樹 てると、 神 その 蔭に 現る と 信じて 居る。 此 らん 



さんの 天降 (あ ふり 又は あほり) の 時に 言 ふ 言葉 を、 

おもろ と 言 ふ。 柳 田 先生 は、 あ ふりと おもろ と、 同 一 

であらう と 説明され て 居る。 此 おもろ が、 朝廷に 伝 は 

り、 地方に も 自然 的に 伝播す る。 即、 地方の 神官の 家 

に は、 代々 伝 へられて、 保存 せられて ゐた。 

此を考 へて 見る と、 太陽 信仰の 存 する 処に は、 笠 はつ 

きものな ので ある。 琉 球の 大切な 神 を、 おち だが なし 

と 言 ひ、 ち だと 略称して 居る。 台湾に は、 みさち だと 

言 ふ 太陽神が ある。 笠の 観念 は、 月が 暈 を 着る と 言 ふ 

信仰に よる ものと、 尊い 神に 直接 あたらぬ 様に すると 

言 ふ、 二つの B 仰が、 合した ものである らしい。 



琉 球の 女官 . 后 • 下々 の 女官 • 神職に 到る までの 事柄 

は、 女官 御 双紙に 載って 居る。 神職の 名前の 中で、 

今 帰 仁の 神職に、 あ ふり あえと 称して 居る 者が ある。 

又 一 地方に、 さす かさの あじと 言 ふ 者が ある。 は 

按司 (朝臣) であると 言 ふ。 あ ふり はおらん さんの 事 

で、 さす かさ も、 翳し 蔽ふ 笠の 事 だと 言 ふ 説が ある。 

笠が 最後に 王城の 庭に 樹ち、 王 始め 群臣の 集って 見て 

居る 前で、 おらん さんが、 三十 余り 立って 踊る。 即、 

人間が 神の 姿 を 装うて 居る の だが、 其 間 は、 すべての 

人間 は、 其 仮装 者に 神格 を 認め、 仮装 者 自身 も、 其 間 

は 神で あると 言 ふ 信念 を 有って 行動す るので ある。 



島 尻 郡の 知 念に は、 昔、 う ふぢち う (大神宮) と 言 ふ 

人が あった。 と は、 睾丸の 義で、 う ふぢ は 大の義 

である。 此 人の子が、 また、 大 豪傑であった。 う ふぢ 

の 死後 棺の蓋 を 取って 見る と、 屍体 は 失くな つて 

居て、 柴の 葉が 残って 居た。 此は、 昇天した の だと 言 

うて 居る。 此人 は、 琉球 神道 記に よると、 実在の 人物 

ではなく、 海神で あると 見えて 居る。 此 海神 は、 大き 

な 睾丸 を 有って 居て、 肩に 担いで 歩く。 此頃 では、 国 

頭 郡の 方へ 行って 居る と 言 ふ。 どう 言ふ訣 か、 解説に 

あざ 

苦しむ 事柄で ある。 此 海神の 子孫が、 現在 字 をな して 

残 つ て 居る。 



こんで、 其 洞窟の 口 を 石で 固め、 石の 間 を 塗り こんだ 

ものであるが、 此習 はしが 次第に 変化して、 墓 を 堅固 

に 立派に する やうに なった 為に、 墓 を 造って 財産 を 失 

ふ 人が 多くな つた。 七 代 経つ と、 其 洞の 中へ は 屍 を 入 

れ ないで、 神 墓 (くりば か) と 称し、 他の 場所へ、 新 

墓所 を 設ける。 神 墓 は 拝 所と なる。 此拝所 を をがん と 

言 ふ。 時代 を 経る に 従って、 他の 人々 も 拝す る 様にな 

ヲガ ン ヲガ ン 

る。 此拝 所が、 恐し い 場所に なって 来る。 拝 所 を 時々 

n チマ ブイ 

発掘す ると、 白骨が 出て 来る。 此を、 骨 霊 と 言 ふ。 

琉球 神道の 上に 見える 神々 は、 現に まだ 万有 神で ある。 

クチ 

恐し いはぶ は、 山の 神 或は、 山の 口 (蝮 か) として、 



畏敬せられ、 海亀. 儒艮 (ざん = 人魚) も、 尚 神と し 

ての 素質 は、 明らかに 持って ゐる。 地 物. 庶 物に 皆、 

霊が あると せられ、 今 も 島々 では、 新しい 神 誕生が、 

時々 にある。 

カァ 

而も 其 中、 最大 切に 考 へられて ゐ るの は、 井の 神 • 家 

n チマ ブイ 

の 神 • 五穀の 神 • 太陽神 • 御嶽の 神 • 骨 霊 などで ある。 

大体に 於て、 石 を 以て 神々 の 象徴と 見る 風が あって、 

道の 島で は、 霊 石に、 いびが なし 〔神様〕 とい ふ 風な 

敬称 を 与へ て ゐる処 も ある。 又 一般に、 霊 石 をび じゅ 

みとい ふの も 「いび」 を 語根に して ゐ るので、 琉球神 

道で は、 石に 神性 を 感じる 事が 深く、 生き物の 石に 化 



した 神体が、 沢山 ある。 井の 神と して、 井の上に 祀ら 

れてゐ る もの は、 常に 変った 形の 鐘乳石で ある。 此を 

もび じゅる と言うて ゐる。 ある 人の 説に、 びじ ゆる は 

海神 だと あるが、 疑 はしい。 家の 神の 代表と なって ゐ 

るの は、 火の 神で ある。 此亦、 三 個の 石 を 以て 象徴せ 

られ て、 一 列 か 鼎 足形 かに 据 ゑら れてゐ る。 巫女の 家 

こと さ 

や 旧家に は、 おもな 座敷に、 片隅の 故ら に炉の 形に 斿 

へた 漆喰 塗りの 場処に 置く。 普通の 家で は、 竈の 後の 

壁に、 三本 石 を 列べ て、 其 頭に 塩. 来な どの 盛って あ 

るの を 見かける。 火の 神の 祭壇 は、 炉 であって、 而も 

家 全体 を 護る ものと 考 へられて ゐ るので ある。 家が あ 



尚 王家の 宗廟と も 言 ふべき 聞 得 大君 御殿 並びに、 旧 

王城 正殿 百 浦 添の 祭神 は、 等しく 御 日. 御 月の 御前- 

御 火鉢の 御前 (由来 記) であるが、 女官 御 双紙な どに 

よると、 御す ぢの 御前 • 御 火鉢の 御前 • 金の 美 御す ぢ 

の 御前の 三体、 と 言 ふ 事に なって 居る。 伊波 普猷氏 は、 

御す ぢの 御前 を 祖先の 霊、 御 火鉢の 御前 を 火の 神、 金 

の 美 御す ぢを 金属の 神と 説いて 居られる。 前 二者 は 疑 

ひもない が、 金の 美お すぢ は、 日月 星辰 を錡 出した 金 

物の 事 かと 思 はれる 節 〔荻 野 仲 三郎氏 講演から 得た 暗 

示〕 が ある。 併し 語 ど ほりに 解す ると、 かね は、 ^ 

^ • おたかべ の 類に、 穀物の 堅実 を 祝福す る 常套語で、 



又 かねの 実と もい ふ。 みおす ぢの 「み」 が 「実」 か 「御」 

か は 判然せ ぬが、 いづれ にしても、 穀物の 神と 見る ベ 

きで あらう。 或は、 由来 記 を 信じれば、 月 神が 穀物の 

神と せられて ゐる例 は、 各国に 例の ある こと 故、 御 月 

の 御前に 宛て、 考へ る ことが 出来さう である。 

御す ぢの 御前 は、 琉球 最初の 陰陽 神た る あまみき よ • 

しねり きょ の 親 神なる 太陽神 即、 御 日の 御前 を、 祖先 

神と 見た の だと 解釈せられ よう。 琉球 神道の 主神 は、 

才チダ ォ マへ 

御 日の 御前で、 やはり 太陽 崇拝が 基礎に なって ゐ る。 

国王 を、 天 加那志 (又は、 おち だが なし、 首 里ち だが 

なし) と 言 ふの も、 王者 を 太陽神の 化 現即、 内地の 古 



ムヽ 申 也 

I, ネ. 

琉球 神道で は、 神の 此 土に 来る の は、 海から と、 大空 

からと である。 勿論 厳密に 言へば、 判然たる 区別 はな 

くなる ので あるが、 ともかく 此 二様の 考へは ある 様で 

ある。 空から 降る と 見る 場合 を、 あ ふり . あ をり . ^ 

4^ など 言 ふ。 皆 天降りと 一 つ 語原で ある。 山 や 丘陵 

の ある 場合に は、 其に 降る のが、 古式の 様 だが、 平地 

にも 降る 事 は、 間々 ある。 伹、 其 場合 は 喬木に よって 

天降る ものと 見たら しい。 蒲 葵 (= びら う) の 木が 神 

聖視 される の は、 多く 此木 にあ ふりが あると 見た から 



の 事で ある。 高地に 神の 降る のが 原則で ある 為の 名に 

違 ひない。 其が、 内地の 杜と 同じ 内容 を 持つ 事に なつ 

たので ある。 

神 は 御嶽に 常 在す るので はない が、 神聖 視 する 所から、 

いつでも 在す 様に 考 へられ もす る。 内地の 杜々 の 神 も、 

古く は 社 を 持たなかった に 相違ない。 三輪の 如き は 

「三輪の 殿 戸」 の 歌 を 証拠と して、 社殿の 存在した 事 を 

主張す る 人 も 出て 来たが、 あの 歌 だけで は、 此 までの 

説 を 崩す までに は ゆかぬ。 杜- 神南備 など は、 社殿の 

ない のが 本体で、 社 ある は、 家つ 神 或は、 梯 立で 昇り 

降りす る ほくら の 神から 始まる ので ある。 社 ある 神と、 



たもので あるからの 名と 思 はれる。 此式は 国 頭 地方に 

多い が、 外の 地方 は、 大抵 屋根 は 瓦葺き、 柱 は 厚さの 

ヌキ 

薄い 物に、 緯を 沢山 貫いて、 柱 間 一 つ だけ を 入り口と 

して 開けて ゐる。 勿論 丈 も 高くな つて、 屈む に 及ばな 

い。 中 はた、 きになって 居て、 一隅に 火の 神の 三つ 石 

才 タケ 

を、 炉の 形に した 凹みに 据 ゑて ある。 大抵 御嶽から は 

ノロ ドン チ 才 タケ 

遠く、 祝 女 殿 内から は 近い。 御嶽に 影 向あった り、 海 

から 来た 神を迎 へて、 此処で 歌舞 をす る。 其 中で は、 

ノ 口 力 ミ ンチュ 

祝 女 を 中心に、 根 神お くで 其 他の 神人が 定まった 席 

力 ミ ンチュ 

順に 居並ぶ。 其 中の あすび たもと と 言 ふ 神人が、 の 

^等の 謳 ふ 神 歌 (おもろ 双紙の 内に ある もので なく、 



其 地方々々 の 神人の 間に 伝承して ゐる もの) で、 舞 ふ 

ナァ 

ので ある。 舞 ふの は 勿論、 右の あしやげ 庭と 言 ふ 建て 

物の 外の 広場で ^ ある。 又、 唯 あし やげ とば かり 言 ふ 

建て 物が ある。 此は、 根 所々々 の 先祖 を祀 つて ゐる建 

て 物で、 一軒 建ちの、 住宅と 殆ど 違 ひの ない、 床 も か 

いて ある 物で ある。 此は 正しく は、 殿と 言 ふべき もの 

で、 根 所 之 殿 • 里 主 所 之 殿な ど、 書物に あるの が、 其 

であらう。 

殿 (又、 とん) と 言 ふのに も、 色々 ある。 右の やうな 

殿 も あり、 又、 祝 女 殿 内 (ぬる どのち = ぬん どんち) 

の 様に、 祝 女の 住宅 を 斥す 事 も ある。 が、 畢竟、 神 を 



斎いて あるからの 名で、 なみの 住宅に は、 殿と は 言 は 

ぬ。 琉球 神道で は、 旧跡 を 重んじて、 城趾. 旧宅 地な 

どの 歴史的の 関係 ある 処に は、 必殿を 建て、、 祭日に 

^^以下の 神人の 巡遊に は、 立ちよ つて 一 々儀式が あ 

る。 

g • あしやげ と 区別の ない 建て 物 か、 又 建て 物な しに 

必 拝む 場 処が ある。 其が 海中で ある 事 も、 道 傍の 塚で 

ある 事 も、 崖の 窟 である 事 も ある。 総称して をがん と 

いふ。 拝所即 をが みで ある。 

人形 遣 ひ をち よんだら あと 言 ひ、 其 子孫 を 嫌って ゐる 

が、 此 に似て 一 種 の 特殊 部落 の 如き ねんぶつ ちゃ あと 



言 ふの が、 首 里の 石嶺に 居る。 此は 葬式の 手伝 ひ をし、 

亦 人形 を 遣 ふ。 人形 を 踊らせる 箱 を，^ と 称する が、 

内地の ほこらと 同じ やうな もので、 寺と は 全く 違うて 

ゐる。 

七 神 祭りの 処と霊 代と 

神の 目標と なる もの は 香炉で ある。 建築物の 中には、 

三体の 火の 神が 置かれて あると 同様に、 神の 在す 場所 

に は、 必 香炉が 置いて ある。 それ 故、 その 香炉の 数に 

よって、 家族の 集合して 居る 数が 知れる。 琉 球の 遊廓 



へ、 税務 所の 官吏が 出張して 尾 類 (遊女) の 数 を見定 

める に は、 竈の 側に 置いて ある 香炉の 数で 知る 事が 出 

来る と 言 ふ。 

香炉 は、 其 置く 場所 を、 臨時に 変へ る こと は 出来ない。 

女 は 各自、 必 香炉 を 所有して 居る。 女に は、 香炉 は附 

き 物で ある。 香炉がなければ、 神の 在る 所が わからな 

い。 其 ほど、 香炉に 対する 信仰が ある。 形 は 壷の 如き 

もの や、 こ穢ぃ 茶碗の 縁の 欠けた 物 等が、 立派に 飾ら 

れて ある。 香炉が ある 所に は、 神が 存在す ると 信じて 

居る 故、 香炉が 神の 様になって 居る。 拝 所に は、 幾 種 

類 もの 香炉が ある。 八重 山の g と 言 ふ 語 は、 香炉の 



事で あると 思 ふが、 先輩の 意見 は各異 つて 居る。 

八重 山に は、 御嶽に 三つの 神が ある。 又、 かみな おた 

^ . おんいべ おた けと 言 ふの が ある。 八重 山の み、 W 

び 又はい ベ と 言 ふ 事 を 言 ふが、 他所の いびとう ぶと は 

異 つて 居る。 うぶ は、 奥の 事で ある。 沖緦 では、 奥武 

と 書いて 居る。 どれが であるか、 厳格に 示す 事 は 

出来ない が、 ^^の 中の 神々 しい 神の 来臨す る 場所と 

言 ふ 意味で あると 思 ふ。 八重 山の 老人の 話で は、 御嶽 

のうぶ ではなくて、 門に ある 香炉で あると 言って 居る _ 

即、 香炉 を 神と 信ずる 結果、 香炉 自体 をい びと 言 ふの 

である。 処が 火の 神に も 香炉が ある。 中には 香炉 だけ 



の 神 も あるが、 要するに 自然 的に 香炉 を 神と 信じて 居 

る。 其 香炉が、 又 幾つに も 分れる。 香炉が 分れる けれ 

ども、 分れた と は 言 はないで、 彼方の 神 を 持って来た 

と 言 ふ、 言 ひ 方 をす る。 つまり、 嫁に 行ったり、 比較 

的 長い間 家 を 出て 居る もの は、 香炉 を 作って 持って行 

く。 尾 類 (遊女) は、 此 例によって、 香炉 を 各自 持参 

する ので ある。 

沖 網に は、 遥拝 所が ある。 三 平の 大阿母 しられの 殿 内 

即、 南風の 平に は 首 里 殿 内、 真 和 志の 比 等に は 真 壁 殿 内、 

北の 比 等に は 儀 保 殿 内なる 巫女の 住宅なる 社殿 を据 ゑ、 

神々 のおと ほしと して 祀 つて ある。 即、 遠方より 香炉 



を据 ゑて、 本国の 神 を 遥拝す るので ある。 此 遥拝す る 

事から、 色々 の 問題が 出て 来る。 例へば、 祝の 家に も 

香炉が あり、 御嶽に も 香炉が ある。 ^^は、 家の 香炉 

に 線香 を 立て ゝ 御嶽に 行く。 時に よると、 香炉 を 中心 

にして 社 を 造る 事が ある。 沖 網の 辺で も、 久高 島を遥 

拝す る 為に、 べんが 御嶽 を 作って 居り、 八重 山の 中で 

も、 よなぎ 島より 来た 人々 は、 よなぎお ほん を 作り、 

宮良 村で は、 小 浜 村より 渡来した ので あるから、 

お ほん を 作り、 各 香炉 を据 ゑて、 遥拝 所と して 居る。 

ス サブ 

又、 白 保 村の 波 照 間お ほんの 如き も 其で ある。 此等は 

皆、 御嶽に 属して 罟る けれども、 個人で 言へば、 尾 領 



と、 かんじん (又は こんじん) の 二種 類が ある。 ふん 

^は、 其 家の 分れて 後の 先祖 を祀る もので、 本 神と 

も 言 ふ 意味で ある。 こんじんの 名義 は 不明で ある。 洲 

^^は、 女で なければ 触れる 事 すら 出来ない。 其に 

供へ た 物 は、 女の みが 食し 得る ものである。 此は 女で 

なければ、 供 へ 物 をす る 事 は 出来な いと 言 ふ 意味で あ 

る。 かんじん は、 女の人の 喰べ 余りと 言 ふ 解釈に もな 

る。 かんじん は、 女の 嫁入りす る 時に 持って行く。 而 

して、 仏壇が 別で ある。 ふんじん は 男 も 拝す る 事が 出 

来る けれども、 かんじん は 女の 専有 物で ある。 

沖緦 本島で は、 自分の 家の 香炉 を 有って 来ても、 別の 



の 始めと なって ゐる。 長男 は 国主の 始め、 二 男 は 諸侯 

の 始め、 三男 は 百姓の 始め、 長女 は 君々 の 始め、 二 女 

は 祝々 の 始めと 称せられて ゐる。 

^^は、 始終 g と 対照して 考 へられる 所から、 君々 

は ¥1^ の 元と 考 へられ 勝ちで あるが、 男の 方で も、 三 

つの 階級に 分けて 考 へて ゐる 以上、 女の 方 も 亦、 上級- 

下級 一 一組の 区別 を 見せた ものと 見て よい はずで ある。 

キミ ノロ 

君と 祝と は、 女官 御 双紙 を 見ても 知れる やうに、 琉球 

の 女官と 言ふ考 へに は、 普通の 后妃 • 嬪 • 夫人 以下の 

キコ ェゥフ キミ サ スカサ アジ 

女官と 聞 得 大君 • 島 尻の 佐 司 笠按司 • 国 頭の 

阿応 理恵按 司な ど の 神職 を 等しく 女官と し て 登録し て 



ゐる。 思 ふに 君と 言 ふの は、 右の 三 神職の 外に、 首 里 

三 比 等の 大阿母 しられ 其 他、 歴史的に 意味の ついて ゐ 

ゥ ファム アン ガナシ ミキ ハエ 

る 地方の 大阿母 • 阿 母 加奈志 (伊平屋 島) • 君 南風 (久 

米 島) など 言 ふ 重い 巫女た ち を 斥す もので あらう。 

君 南風 は、 南 君と 言 ふのと 同じ 後置 修飾 格で、 南方に 

居る 高級 巫女の 意で ある。 毎年 十二月、 君々 御玉 改め 

と 言 ふ 事が あって、 三 平等の 大阿母 しられの 玉 かわら 

(巫女の つける 勾玉) を 調べた よし、 由来 記に 見えて ゐ 

る。 又、 君に 三十 三人あった 事 は、 女官 御 双紙に 出て 

ゐる。 君々 の祖、 祝々 の祖と あるの は、 巫女の 起原 を 

説いた ので、 巫女に 高下 あるの は、 其祖の 長幼の 順に 



よった の だ、 とする ので ある。 

女官の 中、 皇后の 次に 位し、 巫女で は 最高級の 

聞 得 大君 (= きこえう ふきみ) は、 昔 は 王家の 処女 を 

用ゐ て、 位置 は 皇后よりも 高かった の を、 霊 元 院の寛 

文 七 年に 当る 年、 席順 を換 へたので ある。 王家の 寡婦 

が、 聞 得 大君と なる 事に なった の も、 可な リ 古くから 

の 事と 思 はれる。 昔 は、 琉球 神道で は、 巫祝の 夫 を 持 

つ 事 を 認めなかった ので あらう が、 段々 変じて、 二 夫 

まみ 

に 見えない 者 は、 許す 事に なった ので ある。 地方 豪族 

の 妻 を大阿 母. 祝 女な どに 任じた 事 も、 可な リ 古く か 

らの 事ら しい。 唯 形式 だけで も、 いまだに、 独身 を 原 



則と して 居る の は、 国 頭の 巫女た ちで、 今 帰 仁の 

阿 応理恵 は 独身、 辺土^^ は 表面 独身で、 私 生の 子 を 

育て、 ゐる。 其 外^^の 夫の 夭折 を 信じて ゐる事 も、 

国 頭 地方に 強い。 神の 怨み を 受ける と 信じて ゐ たので 

ある。 此は、 国 頭 地方が、 北山 時代からの 神道 を 伝へ 

て、 幾分、 中 山. 南山の 神道と 趣き を 異にして ゐる所 

が あるから であらう。 久高 島で は、 結婚の 時、 嫁が 壻 

を 避けて 逃げ 廻る 習慣が あつたが、 其 は 夜分の ことで、 

昼の 間 は 現れて 為 事 を 手伝うた リ した。 夜に なって 壻 

ョ メ 

が 大勢の 友人と 嫁 を 捜す の をと じ とめゆん 即嫁 さがし 

と 称する。 此 島に は 現在，^ が 二人 居る が、 其 一人の 



老婆 は、 七十 余日の 間 逃げ 廻った と 言 ふので 有名で あ 

る。 

聞 得 大君 は、 我が国の 斎宮. 斎院と 同じ 意味の もので、 

其 居 処聞得 大君 御殿 は、 琉球 神道の 総本山の 様な 形が 

あった。 此琉 球の 斎 王が、 皇后の 上に 在った と 言 ふ 事 

は、 琉 球の 古伝説に 数多い、 巫女と 巫女の 兄なる 国主- 

島主の 話 を 生み出した 根元の、 古代 習俗で あつたので 

ある。 

久高 島の 結婚の 時に 合唱す る 謡 

ヰナグ メガ ナサ キミ メデ ヰキ ガミガ ナサ スン ヂャナ シメデ 

女神 殿 は、 君の 愛 (？ )。 男 神殿 は、 首 里 殿 愛。 

と 言 ふ 文句 は、 新郎なる 此島男 は、 国王に 愛せられむ。 



新婦なる 此女 は、 聞 得 大君に 愛せられ むとの 意で あら 

う。 民間伝承に すら、 此 様に 国王と、 聞 得 大君と を 双 

べ考へ てゐ る。 

琉球 本島 を 分け どって ゐた、 昔の 北山. 南山. 中 山の 

三国 は、 各 大同であって 小異 を 含んだ 神道 を 持って ゐ 

て、 中 山 は 聞 得 大君、 南山 は 佐 司笠按 司、 北山 は 

阿 応理恵 按司を 最高の 巫女と して ゐ たもので あらう、 

と 柳 田 先生 も、 伊波 氏 も 言うて ゐられ る。 其 三 巫女の 

代理と も 言 ふべき もの を、 首 里 三 平等 (台地) に 置い 

た。 南風の 平等に は 首 里 殿 内、 真 和 志の 平等に は 

真 壁 殿 内、 北の 平等に は 儀 保 殿 内なる 巫女の 住宅なる 



社殿 を据 ゑて、 三つの 台地に 集めた、 三 山 豪族た ちの 

信仰の 中心に してあった。 而も、 殿 内々々 に は、 聞 得 

大殿 同様の 祭神 を祀 らして 居た。 此 等の 殿 内 は 皆、 三 

山の 主神の 遥拝 所と して 設けた ので あらう。 三 殿 内に 

マカン ウファ ムシ ラレ シ ユン ウファ ムシ ラレ 

は、 真 壁 大阿母 志 良 礼 • 首 里 大阿母 志 良 礼 - 

儀 保 大阿母 志 良 礼 を 置いた。 其 上 更に 官 として、 聞 得 

大君が 据ゑ てあつた ので ある。 三つの 大阿母 志 良 礼の 

下に は、 其々 の 地方の 巫女が 附属して ゐる。 佐 司 笠- 

阿 応理恵 は、 実力から 自然に、 游 離して 来る 事に なつ 

たので ある。 併し、 此 とて、 元々 別々 の ものが 帰一せ 

られ たもので はなく、 同根の 分派が 再び 習 合せられた 



ものと 見る のが、 当 を 得て ゐる であらう。 

ヒ ラ マ キリ 

三 比 等の 殿 内の 下に は、 間切々々 (今、 村)、 村々 (今、 

字) の 君 並びに、 ^^たちが 附属して ゐる。 ^^は 敬 

称しての ろ くもいと 言 ふ。 くもい は 雲上と 宛て字す る。 

親 雲上 (うやく もい) など、 同じく、 役人に 対して 言 

ふ 敬意 を 含んで ゐ るので あらう。 王朝 時代 は、 役 地が 

与 へられて ゐて、 下級 女官の 実を存 して ゐ たので ある。 

力 ミ ンチュ 

一間 切に 一人 以上の のろが あって、 数多の 神人 (女) 

を 統率して ゐる。 女 は 皆 神人と なる 資格 を 持つ のが 原 

則だった ので、 久高 島の 婚礼 謡の 様な 考へ 方が 出て 来 

る。 上 は 聞 得 大君から、 下 は 村々 の 神人に 到る 迄、 一 



つの 糸で 貫いて あるの が、 琉 球の 巫女 教 である。 のろ 

の 仕へ るの は、 地 物. 庶物の 神なる 御嶽. 御 拝 所の 神 

ドノ チ ャカ ッカ 

である。 又、 自分の のろ 殿 内の 宅つ 神なる 火の 神に 事 

へる。 其 外に も、 村 全体としての 神事に は、 中心と な 

つて 祭リ をす る。 間切、 村の 根 所の 祭りに も 与る。 

根 所と 言 ふの は、 各地に かたまったり、 散在した りし 

てゐる 一 族の 本家の 事で ある。 根 所 は 元々 其 地方の 豪 

族であった もので あらう。 根 所々々 に は、 先祖 を祀っ 

た 殿 或は あしやげ があって、 其 中には、 仏壇 風の 棚に 

位牌 を 置く のが 普通で ある。 此 神が 根 神で ある。 標準 

語で 言へば、 氏神と 言 ふ 事になる。 一 つ 根 所の 神 を 仰 



いで ゐる族 人が 根 人 (ねいん ちゆ = にんち ゆ = につち 

ゆ) である。 処が、 根 所の 当主に 限り 特に 根 人と 言 ふ 

事 も 多い。 此は 男であって、 而も、 神事に 大切な 関係 

を 持って ゐる もので、 勢 頭 神 又は、 大勢 頭な ど 言 ふ 者 

が、 巫女 中心の 神道に 於け る男靦 である。 根 人 腹 (原 

と 宛て字す るのと 一 つで あらう) と 言 ふ 事 は、 氏子- 

氏人の 意が 明らかに ある。 

根 神に 仕へ る 女 を 亦、 根 神と 言 ふ。 根 神お くで (又、 

うくで い) と 言 ふが 正しい。 併し、 ある 神と、 ある 神 

専属の 巫女との 間に、 区別 を 立てる 事 をせ ぬ琉球 神道 

では、 巫女 を 直に、 神 名で よぶ。 根 神お くでの 略語と 



言 ふ 事 は 出来ない ので ある。 御く では、 とか 77^ 

とか 言 ふ 語が 語根で、 託 女と 訳して ゐる。 古く はや は 

り、 聞 得 大君 同様、 根 所た る 豪族の 娘から 採った もの 

であらう が、 近代 は、 根 人 腹の 中から 女子 二人 を択ん 

で、 氏神の 陽 神に 仕へ る 方 を 男 (神) 託 女、 陰 神に 仕 

へる の を、 女 (神) 託 女と 言 ふ、 と 伊波 氏 は 書いて ゐ 

られる (琉球 女性 史)。 地方に あって は、 厳重に 此 通り 

も 守って は 居ない 様で ある。 此根 神お くでの 根 神が、 

一族 中に 勢力 を 持って ゐ るので、 一村が 同族で ある 村 

などで は、 根 神 はの ろ を 凌ぐ 程の 権力が ある。 根 神 は 

, ^の 支配 下に あるので あるが、 ^^と 仲 違 ひして ゐ 



る もの、 多 いのは、 此為 である。 而も 村の 神事に は、 

平生の 行きが ゝリを 忘れて、 一致す る 様で ある。 根 

所々々 にも、 ^^の 為に は、 一 つの 御 拝 所で あり、 根 

神 も、 一 方に 村の 神人 である 点から、 根 所以 外の 祭事 

にも 与って、 ^^の 次席に 坐る。 

祖先崇拝が 琉球 神道の 古い 大筋 だとの 観察 点に 立つ 

人々 は、 ^^が 政策 上に 生まれた ものと 見 勝ちで ある。 

けれども、 祖先崇拝の 形の 整 ふ 原因 は、 暗 面から 見れ 

ば、 死霊 恐怖で ぁリ、 明るい 側から 見れば、 巫女 教に 

伴 ふ 自然の 形で、 巫女 を 孕ました 神 並びに、 巫女に 神 

性を考 へる 所に 始 るので ある。 地方 下級 女官と して M 



ろの 保護 は、 政策から 出た かも 知れぬ が、 のろ を 根 神 

より 新しく、 琉 球の 宗教 思想に 大勢 力の ある 祖先崇拝 

も、 琉球 神道の 根源と は 見られな いので ある。 

内地の 神道に も、 産土神. 氏神の 区別 は、 単に 語原 上 

の 合理的な 説明し か出来て 居ない が、 第二 期 以後の 神 

道に は、 所謂 産土神 を祀る 神人と、 氏神に 事へ る 神人 

とが 対立して 居た 事が 思 はれる。 厳格に 言へば、 出 雲 

国 造の 如き も、 氏神 を祀 つて ゐ たので はない。 ^^は 

謂 はゾ、 産土神の 神主と 言うて よい かも 知れぬ。 

^ • 根 神の 問題から 導かれる の は、 ¥^ (ゆん た . 

よた) の 源流で ある。 伊波 氏 は、 ゆん たは しゃべる の 



用語 例 を 持 つて ゐ るから、 神託 を 告げる 者と 言 ふのと、 

八重 山で、 ゆん たと 言 ふの は、 歌と いふ 事 だから、 託 

宣の 律語 を宣る ものとの、 一 一通りの 想像 を 持って ゐら 

れる 様に 見える。 佐 喜 真 興英氏 は、 ^^よりも が 

古い もの だら うと 演説 せられて ゐる (南 島 談話 会)。 

二 ョ クワン ォ サゥシ シ タゴリ 

私 は、 女官 御 双紙に 見えた、 国王 下庫裡 への 出御 や、 

他へ 行幸の をり、 いつも 先導 を 勤める 女官よ たの あむ 

しられと 関係が ないかと 想像して ゐる。 場合 は 違 ふが、 

天子 神事の 出御に 必 先導す るの は、 我が国で は、 

才ホ ミカ ムコ 

大 巫の 為 事に なって 居た。 王の 行幸に、 凶兆の ある 

時 は、 君 真 者 現れて 此を 止める 国柄 ゆ ゑ、 行幸. 出御 



に 与る 此 女官に、 さう した 予知 力 ある 者 を 択んで 日時 

の 吉凶 を 占 はした ので、 とき ゆた などい ふ 語 も 出来た 

のか、 g (枝) の義の 分化に、 尚 多く 疑 ひ は あるが、 

此方 面から 見る 必要が あり 相で ある。 よたの あむ しら 

れの今 は 伝らぬ 職分の、 地方に 行 はれた のが、 1 ^の 

呪術で は あるまい か。 正当な^^. 根 神な どの 為 事 か 

ら 逸れた 岐路と いふので、 g 神人と 言うた のが 語 

原で は あるまい か。 此 点から 見れば、 よたの あむ しら 

れも、 神事から 分岐した 為 事に 与る 女官の 意 かも 知れ 

ぬ。 

久 高島久 高^^の 夫、 西 銘松三 氏の 話で は 「根 神 は 3 



ゆん くりの 様な 事 をす る」 との 事であった。 しゅんく 

山 は 同行の 川 平 朝 令 氏に も わからなかった が、 東恩納 

寛 惇氏は 総括り と 言 ふ 様な 語 の 音 転 ではない かと 言 は 

れた。 久高 島の 語 は、 沖緦 本島の 人に すら わからぬ の 

が 多い。 西銘 氏の 前後の 口ぶりで は、 本島の^ J のす 

ネガ ミ 

る 様な 為 事 を、 根 神が する 様な 話だった ので、 私 は 尚 

疑問に して ゐる。 柳 田 先生が、 大 島で 採集して 来られ 

たしょん がみい (海 南 小 記) と 同根で ありさう に 思 ふ。 

此は、 g の 為 事 をす る 男の 事で ある。 根 神 は 一 村の 

人と 親しい 事、 ^^よりも 濃 かるべき はず 故、 冠婚葬 

祭の 世話を焼く は 勿論、 運命 • 吉凶 • 鎮魂 術まで 見て 



やった 処 から、 ゆた 神人た る 職業が 分化して 来たので 

は あるまい か。 沖緦 県で は、 ^^は 保護せ ぬまで も虐 

待して は 居ない が、 g は 見逃して 居ない にも拘らず、 

1 ^の 勢力 は、 女子の 間に は 非常に 盛んで、 先祖の 霊 

が 託言した の だと 称して 風水 見 (墓 相 • 家相 • 村落 様 

式 等 を 相す る 人、 主に 久米 村から 出る) の 様な 事 を 言 

うて、 沢山の 金 を 費させる。 先祖の 墓 を 云 々したり 

魂を預 つて 居る 様な 所 は、 根 神の 為 事の ある 部分が 

游 離して 来た ものら しい 気がする。 全体、 琉球 神道に 

は、 こんな の 際限な く 現れる はずの 理由が ある。 

其 は、 神人に 聯絡した 問題で ある。 



広い 意味で は、 ^^.w^ まで も 込めて 神人と いふが、 

普通 は、 村の 女の 中、 択 ばれて^^ の 下で、 神事に 与 

る 者 を 言 ふ 様で ある。 殆ど すべてが 女で、 男で は 根 人、 

並びに 世話役と も 言 ふべき 勢 頭 を 二三 人、 加へ る だけ 

である。 神人になる の は、 世襲の 処と、 ある 試験 を 経 

てなる 地方との 二つ あるので ある。 発生から 言 ふと、 

後の方が 却って、 古い 風ら しい。 大体 母から 娘へ と 言 

ふ 風に、 神人 を 襲ぐ 様で ある。 だから、 神秘の 行事 は、 

不文の まゝ、 村の 神人から 神人に 伝 はる。 夫 や 子です 

らも、 自分の 妻な り 母が 神人と して、 どう 言 ふ 為 事 を 

して 居る のか 決して 知らない。 神人に は 役 わりが め 



いく 割り ふられて ゐて、 重い もの は 何某の 神に 扮し、 

軽い 者で 歌舞 を 司る 様で ある。 さう して 一 々に そ 

れぐ神 名が ついて 居る。 山の 神 • 磯の 神 或は さいふ 

お (斎場 御嶽の 事 か) 袍 . にれ え 神な ど 言 ふ 風な 名で 

ある。 其 外に、 神人の 神事に 与って 居る 時 は、 あそび 

袍 • たむ つ 神な ど 言 ふ 風に 言 ふ。 さう して 其 中、 其扮 

する 神の 陰陽に よって、 誰 はう ゐ きい 神 (男 神) 彼 は 

をない 神 (女神) と 区別して ゐる。 人と しての 名と 神 

としての 名が、 何処の^^ に 聞いても 混雑して 来る。 

事実、 あちこちの のろ どんち に 残った 書き物 を 見ても、 

神人の 常の 名 か、 祭りの 時の 仮名 か、 判然せ ぬ 書き方 



がして ある。 殊に まぎら はし いのは、 七 人 • 八 人と か 

ためて 書く 様な 場合に、 七 人 • 八 人、 又は 七 人 神 • 八 

人 神と 書いたり する 事で ある。 実名 も 神 名 も 書かない 

で、 何 村 神と 書いて、 一年の 米の 得分 を 註記して ある 

類 も ある。 何 村 何某 妻 何 村 何某 妻う し 何 村 何某 母親な 

ど あるかと 思 ふと、 何 村 伊知 根 神 何 村 さい は 神 何 村 g 

内 神な ど 言った 書き方 も 見える。 神人 自身、 神と 人の 

区別が わからな いので、 祭りの 際に は、 尠くとも 神自 

身と 感じて ゐる らしい。 其 気持ちが 平生に も 続く 事 さ 

へ あるので ある。 神人 を 選択す るの は^^、 根 神 は、 

一人子の 場合 は 問題 はない が、 姉妹が 多かったり、 沢 



山の 女 姪の 中から 択 ばなければ ならなかった りする 時 

は、 に 占うて 貰 ふと 言 ふ 変態の 為 方 も あるが、 大 

抵は 病気な どに 不意に か、 つて、 次の 代の^^と して、 

神から 択 ばれた とい ふ 自覚 を 起す ので ある。 

処が、 唯の 神人 は、 さう した 偶然に 委せる ことの 出来 

ない 程、 人数が 多い。 それで 選定 試験が 行 はれる。 大 

体に 於て、 久高島 に 今 も 行 はれる いざい ほふと いふ 儀 

式が、 古風 を 止めて ゐ るに 近い もので あらう。 いざい 

をう ける 女 は、 若 いのは 廿六 七、 四十 三 四まで が、 

とまりで ある。 午年 毎に、 第三 期まで 勤め あげた 神人 

と交迭 する ので ある。 十三 年に一度、 其 年の 八月の 一 



此 いざい ほふ は、 内地の 託 摩の 鍋 祭りと 同じ 意味の も 

ク ダカ ビト 

ので、 久高 人が 今日 考 へて ゐる 様に、 貞操の 試験で は 

なく、 琉球 神道に 於け る 神人 資格の 第 一 条件で ある 所 

の 二 夫に 見えて ゐ ない 女と いふ 事が、 根本に なって ゐ 

る 様で ある。 他の 地方で は 今日 それ 程、 厳重な 儀式 を 

経な くな つ てゐ る。 

ク ダカ ク ダカ 

現在の 久高 のろ は 大正 十 年の 春、 前代の 久高 のろの 子 

の西銘 氏の 妻であった のが、 嫁から 姑の 後 をつ いだの 

であった。 それまで は、 矢張りた むつ 神と して 神人の 

一 人であった。 此嫁 のろの 制度 は、 久高 島で は 初め 

て、 V あるが、 本島で は 早くから 行うて ゐた処 も ある。 



それ は、 のろ 役 地 を、 娘の ろで あると、 其 儘 持って 嫁 

入リ するとい ふ 虞れ が あるから である。 

九 祖先の 扱 ひ 方の 問題 

七 世 生 神 は、 人が 死後 七 代 経てば、 其 死人 は 神と なる 

と 言 ふこと である。 其が、 父 神 (ゐ きい 神) 母 神 (お 

めない 神) の 位に 分れる。 つまり、 一番 新しい 家で 言 

へば、 其 家に は 神がない。 此を新 宗家と 言 ふ。 それよ 

り 古い 家 を、 中む うとと 言 ひ、 其 中、 宗家の 宗家 を、 

大宗 家と 言 ふ。 即、 八重 山で は、 新 建物に 火の 神を祀 



る。 時に よれば 父 • 母 二 神の 上に、 根 神の 存 する 事が 

ある。 処が、 おめない 神 • ゐ きい 神 は、 両方と も 根 神 

である。 其で、 ゐ きいお くで • おめない おくで を 統括 

する ねがみ おくで が ある。 即、 ねがみ おくで は、 総 本 

家の 女房で ある。 此 女房が 先達と なって、 もとは か詣 

でに 出かける。 此は、 今では 一種の 遊山 旅行で あるが 

如くに なって 来た。 (ほんとうの 神体と して、 沖緦本 

島で は、 銅製の 鏡 を 立てる が、 八重 山で は、 此を 嫌つ 

て 居る。) 

毎年 時候の よい 時に、 総本家の 女房に 率 ゐられ て、 数 

多くの 拝 所 を、 拝みながら 巡回す る。 琉 球の 島に あつ 



て、 神に 関係 ある 場所 は、 此 等の 人々 に 大抵 関係が あ 

るので、 一 つく 巡って 歩く。 少しで も 関係 ある 墓 等 

も、 遺り なく 拝み 巡る。 それ 故、 遠近の 差で、 其 拝む 

度数が 定まって 来る。 又、 血縁の 遠近に よっても、 拝 

する 度数が 定まって 来る。 其 他、 ¥ ^の 言に よって、 

諸処を 拝んで 歩く。 琉 球の 女 は 迷信 深いから、 到る 処 

を 拝して ま はる。 それで、 西 参り. 東 参りの 話が 出来 

た。 此は西 巡礼. 東 巡礼の 如き ものである。 婚姻 後に 

は、 更に 巡礼す る 場所が 増加して 来る。 参拝 は、 彼等 

にと つて、 最大なる 事業で ある。 此 巡礼 をせ なければ、 

神の 祟り をう ける と 信じて 居る。 巡礼の 原因 は、 死人 



の 霊の 祟り を 怖れて、 其 霊魂に 仕へ る 為で あるが、 此 

意味が 次第に 薄らいで 来て 遂に、 神様に なった ので あ 

る。 古い 時代に は、 途に 骸骨 等が あると、 自分の 家と 

反対の 方向へ 向けて 戻った。 其 は、 此 骸骨から、 魂が 

自分の 家の 方へ 来て はならぬ 様に する からで ある。 塚 

など も、 厳重に 守られた。 昔 は、 洞窟の 中へ 死体 を 入 

れて、 其 口 を 漆喰 等で 厳重に 固めた ので ある。 それで、 

現今 古墳の 漆喰 の 隙間 をの ぞくと 白骨が 非常 に 沢山 見 

える。 沖繩 本島で は、 墓を祀 つた もの は 大切に しない 

が、 宫古. 八重 山で は、 墓 をお ほんと した ものが 多い。 

即、 墓の 前に 拝殿 を 築いた 様な もの も 多く ある。 本島 



薩 摩の 大島郡 喜界个 島で は、 てんしゃ ばら (天 者の 系 

統) と 言 ふ 家筋が ある。 昔、 此 附近へ 女神が 降りて 来 

た 時、 村人 は 尾 類 (遊女) が 降った と言うて 嘲笑した。 

天女 は 再び 天へ 上り、 異 つた 地へ 天降った。 此 村の あ 

る 百姓が 発見して 大切に 連れ戻り、 天女と 結婚して 子 

孫 を 挙げた。 後に 此女は 高山へ 登った が、 其 櫛. かも 

じ 等が、 洞窟の 中に 残存して 居る。 此 女の子 孫が、 

天 者 腹で あると 言 ふ。 此は 人間界の 話 を、 神格化した 

物語で ある。 此 様な 話 は、 内地から 琉 球へ かけて 非常 

に 沢山 ある。 研究して 行く と、 此女は 神人であって、 

神人が 結婚し 得ざる 時代、 神人に 男が 関係す る 事の 出 



来ない 時代の 話に 他なら ない。 

神と 人との 境の 明らかで ない ことが、 前に 述べた 程甚 

しいので あるから、 神 を 拝む か、 人 を 拝む か、 判然し 

ない 場合 すら ある。 のろ 殿 内に 祀 るの は、 表面 は、 火 

の 神で あるが、 此は 単に、 宅つ 神と してに 過ぎない 事 

は 既に 述べた。 ^^自身 は、 由来 記な どに 記した 程、 

火の 神 を 大切に はして ゐ ない。 ^^の 祀る神 は、 別に 

あるので ある。 

正月に は、 村 中の ものが のろ 殿 内 を 拝みに 行く。 最古 

ク ダカ ク ダカ ホカ マ 

風な 久高島 を 例に とる と、 其 は 確に 久高 • 外間両 のろ 

の 火の 神 を 拝む ので はない。 拝まれる 神 は、 ^^自身 



であって、 天井に 張った 赤い 凉 傘と いふ 天蓋の 下に 

坐って、 村人の 拝 をう ける。 凉傘は 神 あ ふりの 折に、 

御嶽に 神と 共に 降る と考 へて ゐ るので あるから、 とり 

も 直さず^^ 自身が 神であって、 神の 代理 或は、 神の 

象徴な ど、 は考 へられない。 併し、 神に 扮 して ゐ るの 

は 事実であって、 其が 火の 神で はなく、 太陽神 若しく 

は、 にれ え 神と 考 へられて ゐる 様で ある。 外 間の ろの 

殿 内に は、 火の 神 さへ 見当らなかった 位で ある。 

^^或は、 津堅 島の 大祝 女の 如き は、 其 拝 をう ける 座 

で、 床 をと り、 蚊帳 を 釣って 寝て ゐる。 津 堅の 方 は、 

そこで 夫と 共寝 をす る 位で ある。 のろ 自身が 同時に、 



神で あると 云ふ考 へがなければ、 かう した 事 はない 害 

である。 本島に 於て、 神 を 意味す るち かさ (司) は、 

先 島で は^^と 言 ふ 語の 代りに 用ゐら れてゐ る。 

みおくでの 「おくで」 は、 久高 島で は、 神の 意味ら し 

く 吏 ふ。 

生前 さへ も 其 通り だから、 死後に 巫女 を 神と 斎く は 勿 

論で ある。 本島から 遠い 離島に 数 ある 女神の 伝説 は、 

殆どす ベて、 島々 に 巫女と して 実在した 人の 話に すぎ 

ない。 即、 沖 網 神道で は、 君 • 祝に 限って は、 七 世に 

して 神 を 生ずと いふ 信仰 以上に 出て、 生前 既に、 半ば 

神格 を 持って ゐ るので ある。 羽衣. 浦 島 伝説 系統の 女 



神 • 天女に 関する 限りなき 神婚譚 は、 皆 巫女の 上に あ 

リ もし、 あり 得べ くもあって (柳 田 氏) 民 習の 説話 化 

した ものに 疑 ひない。 其 上 余り 古くない 時代に、 久高 

の 女が 現に ある 様に、 一村の 女性 挙って 神人 生活 を 経 

た 者と 見えて、 今尚 主として 姉 を 特殊の 場合に、 尊敬 

してうな い 神と いふ。 姉妹 神の 義 である。 姉の ない 時 

は、 妹な り 誰な り、 家族 中の 女 をうな い 神と 称へ て、 

旅行の 平安 を 祈る 風習が、 首 里. 那覇辺 にさへ 行 はれ 

てゐ る。 うない 拝み をして、 其 頂の 髪の毛 を 乞うて、 

守り 袋に 入れて 旅立つ。 此は 全く、 巫女の 鬟に 神秘 力 

を 認める 考 へから 出た ものである。 尤、 一村の 男 をす 



ベて、 男 神 (おめけ い 神) と 見る 例 は、 語 だけなら ば、 

久高 島の 婚礼 期に もあった。 国 頭 郡 安田で は 一 年お き 

に、 替り番 にうな い 神 を 拝み、 ゐ きい 神 を 拝む と 称し 

て、 一 村の 女性 又は 男性 を、 互に 拝し あ ふ 儀式が ある。 

併し ゐ きい 神 を 男子 を 以て 代表させる こと は、 女で あ 

つて 陽 神 専属 • 陰 神 専属の 神人が あった ことの 変化し 

たもので は あるまい か。 でなくて は、 厳格に ゐ きい 神 

とい はれる の は、 根 人 だけで なければ ならぬ。 事実、 

男の 神人 は 極めて 少数で、 男 逸女 労と いはれ る 国土で 

ありながら、 宗教 上で は、 女が 絶対の 権利 を 持って ゐ 

たので ある。 



神人の 墓と 凡人の 墓と を 一 緒に すると、 祟りが あると 

言 ふ。 紀に 見えた 神 功 皇后の 話 も 此とー つで ある。 

久 高. 津堅ニ 島 は、 今尚 神の 島と 自称して ゐる 土地で 

ある。 学校 あり、 区長が ゐて も、 事実上 島の 方針 は、 

^^たちの 意嚮に よ つ てゐる 形が ある。 

神託 をき く 女 君の、 酋長であった のが、 進んで 妹なる 

女 君の 託言に よって、 兄なる 酋長が、 政 を 行うて 行つ 

た 時代 を、 其 儘に 伝へ た 説話が、 日. 琉 共に 数が 多い。 

神の 子 を 孕む 妹と、 其 兄との 話が、 此 である。 同時に、 

斎 女王 を 持つ 東海の 大国に あった、 神と 神の 妻なる 巫 

女と、 其 子なる 人間との 物語 は、 琉 球の 説話に も 見る 



事が 出来る ので ある。 

此 短い 論文 は、 柳 田 国 男 先生の 観察 点 を、 発足 

地と して ゐる ものである 事 を、 申し 添へ て 置き 

ま ^9 
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